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「まちを開く」という考え方
ゼンクリエイト　根津　昌彦

ょうど1年前に、『三宮のクロスス
クエアはこれからの元町にどう

影響するか』という題で、素案段階で
あった三宮の「えき≈まち空間」基本計
画について紹介した。この1年間、都心
三宮再整備推進会議での議論、関係団
体との協議、市民意見募集などを経て、
先月の18日に最終的に策定された『神
戸三宮「えき≈まち空間」基本計画』が
公表された。基本計画の第2章『「えき≈
まち空間」の構成と特性』の中では、次
のような考え方が示されている。―― 駅
と駅をつなぐ、「えき」と「まち」をつな
ぐ、さらには、神戸の玄関口をつくること
で、神戸の都心構造を強化し、神戸の象
徴となる新しい駅前空間である「えき≈
まち空間」を創出します。 ――

の考え方を、みなと元町タウン
協議会のエリアに置き換えると

一体どうなるだろうか。
●駅と駅をつなぐ：JR元町駅、阪神元
町駅・西元町駅、地下鉄海岸線旧居留
地大丸前駅・みなと元町駅の5つの駅を
1つの「えき」として捉えたとき、それら
の駅をつなぐのは、みなと元町タウンエ
リア内にある通り（鉄道と平行）と筋（山
と海をつなぐ）である。
●「えき」と「まち」をつなぐ：元町で
は、「えき」の中に「まち」が包含されて
いるという考え方となる。つまりみなと元
町タウン協議会のエリアは、「えきなか
のまち」とでも言えようか。
●神戸の玄関口をつくる：三宮の場合
は、三宮クロススクエアという、南北の花
と緑と公共交通の軸、東西のにぎわい
と活力の空間を生み出し、その公共空
間に面する街区の民間開発が積極的に
公共空間に対して開かれた空間をつ

くっていく（＝まちをひらく）ことで、神戸
の都心構造が強化され、象徴的な空間
が創出されるという考えが示された。元
町の場合は、駅と駅をつなぐストリート
（通りと筋）に対して、沿道街区が積極
的に開かれた空間を作っていくことで、
にぎわいと活力あふれる「えきなかのま
ち」のシーンが生まれると言えそうだ。

ここまで書いていて、ふと思い返
したことがあった。みなと元町タ

ウン2024構想を実現するために、私が
提案したことである。―― 「線」を中心
に据えて、「点」の誘発と「面」の連携を
図る。ストリートテーマを設定し、暮らし
を支え、誘客を図る。  ――
★元町通のテーマ「音を楽しみ憩える
場でつなぐ」：テナントの入れ変わりが
進み、サービス色・生活色が強まる傾向
にある元町通は、音（BGM）や憩いの場
をセンスよく配置しながら、老舗と新た
な店が混在する元町商店街の日常風景
を彩り、誘客につなげる。

★栄町通のテーマ「空間をひらき、緑
でつなぐ」：金融街からマンション街へ
変貌しつつある栄町通は、都心居住の
空間・安心・安全を図っていくために、
ビルやマンションのエントランス周りを
積極的に開放する工夫を行うとともに、
足元に緑を配置して連続性を高める。
★乙仲通のテーマ「光る個性と灯りで
つなぐ」：レトロなビルや開口部の多い
ビルに入店している個性あるテナント
の多い乙仲通は、積極的に通りに向け
て店内の様子を見せるとともに、暖色
系の灯りでやわらかな夜間景観を演
出し、温かみを求めて訪れる人・生活
者に安らぎを与える。

なと元町タウン協議会にはす
でに構想がある。この構想に

掲げた「まちを開く」という考え方を、
より具体的な計画につなげていくため
にも、街区単位の土地利用計画がそろ
そろ必要な時期に来ているのではな
いだろうか。
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◇元町１番街商店街振興組合　℡３３１－７８５０
元町占い市 １０月１０日（水）１２時～１７時
元町１番街水曜市 １０月１７日（水）１０時～１９時
元町1番街ハロウィンパレード 10月28日（日）15時～
◇元町３丁目商店街振興組合　℡３２２－２７９７
MOTOMACHIワインアベニュー 10月26日（金）17時～21時

10月27日（土）15時～21時
　ハロウィン撮影会 10月28日（日）12時～17時 カルディ付近
◇元町４丁目商店街振興組合　℡３６６－２６３６
ひょうごの元気ムラ交流会 10月13日（土）11時～18時
山崎中心市街地活性化委員会
　１０月１３日（土）・１４日（日）１１時～１８時
◇元町６丁目商店街振興組合　℡３６７－５４７７
モトロク市 １０月１３日（土）11時～17時（毎月第２土曜日開催）
◇凮月堂ホール（有料）　℡３２１－５５５５
もとまち寄席「恋雅亭」　10月１０日（水）
　　 笑福亭 松五　桂 しん吉　笑福亭 銀瓶
　　 桂 小春團治　桂  文華　　笑福亭 鶴志
      前売券は9月１１日より凮月堂で発売

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３
１０月４日（木）～１０月９日（火）
　　第２１回きんもくせいの会　絵画展（水彩）
　１０月１２日（金）～１０月１６日（火）
　　第１１回みなと銀行こうゆう会福友会部会会員
　　作品展（油彩・水彩・写真・書道・その他）
　１０月１８日（木）～１０月２３日（火）
　　第２３回 森の会展（油彩・水彩・パステル）
　１０月２５日（木）～１０月３０日（火）
　　玉木きょうだい作品展（油彩・水彩・写真・その他）
◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６
１０月６日（土）～１０月１２日（金）
　　『Shunji あるヘアデザイナーの物語』・『ホスティル』
　１０月６日（土）～１０月１９日（金）
　　『花咲くころ』・『ワンダーランド北朝鮮』
　１０月１３日（土）～１０月２６日（金）
　　『36.8℃ サンジュウロクドハチブ』・『心と体と』
　１０月２０日（土）～１１月２日（金）
　『テルマ』・『バッド・ジーニアス』
　１０月２０日（土）～１１月９日（金）『教誨師』

編　集　後　記
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　　栄町通まちづくり委員会は９月14日（金）
10時から10時30分まで、栄町通を中心に、ゴ
ミ拾いと不法ビラ撤去、自転車・バイクなどへ
の不法駐輪警告チラシ取り付け作業など、栄
町通クリーン大作戦を実施した。参加者は、
（元栄海三丁目協和会）奈良山喬一、（神戸市
役所）坂田竜一・田中淳也、（中央区役所）大
黒琢也、（兵庫県信用組合）仲川雅夫・亀田
仁・福島盛久・豊明子、（広島銀行）陶山康道、
（三鈴マシナリー）稲岡千碩、（㈱神明）藤岡
ゆめみ、（神明倉庫）十時実希、（㈱イーエスプ
ランニング）松坂仁美、（佐野運輸）志賀俊
之・高寺宏聡、（走水神社）兒嶋英毅、（新光
明飾㈱）中川俊・西村友博・大森貴美子・（佐
田野不動産㈱）佐田野宏之以上、20名のみ
なさんでした。毎月第２金曜日午前10時、栄
町通６丁目佐田野不動産前集合の上、実施し
ています。お気軽にご参加ください。
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平野義昌

　鈴木商店焼打ち後から経営破綻までを駆け足
で見てみる。
　8月13日に皇室から政府に救済金が下賜される
と、三井・三菱が100万円の寄付を申し出る。財閥
は世間へのアピールを心得ている。
〈世間の眼は、また鈴木に向けられてくる。焼打ち
され廃墟に立っている鈴木に、同情ではなく、寄
付を要求する声が。〉註1
　西川文蔵支配人は鈴木の信用回復を目指すた
め金子直吉に寄付を提案する。金子は相変わら
ず静観する態度。西川が、全国の関連会社が襲撃
されるかもしれないこと、寄付は鈴木の利益のた
め、と説得しても納得しない。西川はとうとう「主家
の安泰」を持ち出す。金子はようやく50万円の寄
付を承知した。
　15日、西川が手紙で高畑誠一ロンドン支店長に
焼打ちの原因を伝えている。寺内内閣と反対派の
政争、社会主義者の煽動、「大阪朝日」による攻撃
（捏造）をあげ、金子の対応にも不満を漏らした。
　鈴木が会社として米騒動について意見を表明
したのは12月になってから。悪意ある曲解者が無
辜の民を煽動、米価問題は鈴木に無関係であると
資料をもって弁明した。民心が落ち着いてからと
いう配慮だが、既に民衆も報道も熱は冷めてし
まっていた。
　鈴木商店は1874（明治7）年に鈴木岩治郎が洋
糖取引商として創業した個人商店である。金子は
岩治郎に算盤で殴られながら奉公し、居留地の
外国商人に鍛えられた。番頭として主家第一に仕
えた。国力増大の波に乗り、樟脳、製糖、薄荷、セル
ロイド、製鉄、造船と次々 に製造業を立ち上げ、傘
下に置いた。第一次世界大戦が始まると、世界を
相手に商売を拡大した。焼打ち当時2000人の従
業員を抱えていても、資本金50万円の合名会社で
経理を公開していないし、帳簿も揃っていない。
〈貿易といっても、日本でつくった物を外国に売る
というだけではない。全世界の相場の刻 の々動き
をつかみ、外国でつくった物をさらに他の外国に
売る。第三国間貿易は、鈴木がはじめ、鈴木のお家
芸となった。〉註1
　鈴木所有の船と船会社からチャーターした船
が、南米、アジア各地、ヨーロッパを行き来する。買
い手が決まらないうちから荷を積み出港し、到着
する港と買い手を見つける。社員たちはそんな仕
事を競ってやった。17（大正6）年秋、金子はロンド
ン高畑宛の手紙で、戦争終結が迫る欧米の需要
供給調査報告を求め、こう書いた。
〈……この戦乱の変遷を利用し大儲けを為し三井
三菱を圧倒する乎　然らざるも彼等と並んで天
下を三分する乎　是鈴木商店全員の理想とする
所也（後略）〉註1
　金子流「天下三分の計」である。19、20（大正8、9）
年、年商は16億円となり、三井物産を追い抜いた。
〈直吉がつくり、直吉の息吹のままにある鈴木商店。
それこそが唯一の鈴木商店であり、それ以外に鈴
木商店は存在しなかった。鈴木商店は金子直吉
の中にある。（後略）〉註1

　会社が大きくなるにつれ、神戸高商（神戸高等
商業学校、神戸大学の前身）や東京高商（東京高
等商業学校、一橋大学の前身）、帝大卒業者が入
社してくる。高畑を筆頭に高商派は、国際企業と
なった鈴木商店は近代的組織に生まれ変わらな
ければならないと考える。
　西川も東京高商中退のインテリである。金子は
西川の人柄を信頼し才能を認め、後継者と考えて
いた。その西川にとって鈴木は、現実の企業＝従
業員と家族であり、傘下の工場であり、世界中で扱
う商品である。
〈夢見る人直吉とちがい、聡明な処世家として、
日々の全活動をとりしきる支配人として、その点、
西川は直吉について行けない。直吉の鈴木商店像
は、もはや虚像でしかない。〉註1
　戦後不況でも、米騒動が起きても鈴木の年商
は日本一になった。金子は高商派の経営改善要
求を受け入れなかった。西川は金子と高商派との
間で心労も多かっただろう。20（大正9）年5月、胃
潰瘍で亡くなる。享年46。
　1922（大正11）年の海軍軍縮、23（大正12）年の
関東大震災が鈴木の事業にのしかかる。鈴木は
傘下に銀行を持たない。資金は外部に頼っている
のだが、金子は財閥金融・産業を批判していた。
〈もともと既成資本と密接な関係にある大銀行筋
は、こうした直吉の高姿勢に対して、いよいよ、そっ
ぽを向き、融資の道を断った。このため、鈴木商店
の金融は、台湾銀行・正金銀行などの特殊銀行に
頼らざるを得ない。〉註1
　22年、台湾銀行（以下台銀）は日本銀行から援
助を受ける条件として、鈴木の業務監督に乗り出
す。資本金8千万円で商業貿易部門の株式会社鈴
木商店を設立し、持株会社鈴木合名会社を分離
した。支店整理、経費節減など機構改革が行われ、
関連会社のうち優良企業は鈴木の債務を負担、
不良会社は整理の方針がとられた。　　
　金子は関連会社の重役に就いていない。その点
は確かに清廉・無欲だが、実際はすべての会社に
君臨するということ。台銀から見れば、金子は「所
有慾」がなくても「使用慾の徹底者」だった。26（大
正15）年、高畑が帰国。高商派と金子（金子の出身
地にちなみ土佐派）の対立で改革は進まない。
〈工商立国を推進し、「煙突男」と言われるまでに
各種近代工業の導入につとめた。（中略、大戦中に
15億円の外貨を集め、船鉄交換で重工業の危機
を救うなど）いわば国家事業を代行して、そのため
に傷ついた鈴木である。〉註1
　金子は、窮状は一時的でどの事業も前途有望と
いう考えだが、台銀は金子退陣を迫った。
　台銀も苦しい。27（昭和2）年1月26日、震災手形
善後処理法案により金融不安が広がる。市民が
銀行に押しかけ、取り付け騒ぎが起きる。昭和恐
慌の始まりだ。震災被害者を助ける手形だが、不
況による不良債権も含まれていた。台銀は鈴木の
手形を大量に抱えていた。台銀は金融市場から
短期資金を借りてやり繰りしていたが、三井銀行
が資金を引き上げて万事休す。3月26日、台銀は
鈴木に融資中止を発表。4月5日、鈴木商店破綻。

金子は家財一切を差し出した。高畑ら高商派は子
会社の商社日商（のちの日商岩井、双日）を引き継
いだ。金子は鈴木の債務整理に奔走し、弁済後は
鉱山開発など事業再開・主家再興を目指したが、
44（昭和19）年2月27日死去。享年79。
　1972（昭和47）年に鈴木ＯＢ会「辰巳会」が金子
の文集を出版。高畑が題字と序文を執筆。「日本
は工業化しなければ世界的に頭が上がらないと
いう強い信念の下に一生を閉じた人」と綴る。高畑
と行動を共にした永井幸太郎は、金子は成功か
失敗かと言えば失敗だが、個人的考えでは成功と
言う。恐慌を耐えたとしても太平洋戦争後に財閥
解体されただろう。金子が広く資本を集めること
や大銀行を嫌ったため、解体を余儀なくされたが、
「ただそれだけの事」と述べる。註2
　金子の人となりを表わすエピソードがある。
三井財閥のリーダー・池田成彬に融資の交渉をし
たとき、池田が金子の事業拡大を批判した。金子
は、世話になった税関長や裁判官が退職するの
で彼らに仕事を与えるため、と答えた。池田は、経
営者として言語道断であると貸金を引き上げ、決
裂宣言をした。註3
　米騒動や融資で、三井・三菱がその力を動員し
て新興の鈴木を蹴落としたという見方がないでは
ない。証拠はない。財閥は経済のルール通りに行
動しただけである。
　城山三郎が描く金子の姿は、肩幅の広い身体、
大きな耳、前頭の高いビリケン頭、鉄縁の眼鏡、乱
視で近視で斜視、鼻が悪くコカインをふりかけてい
る。いつも鼠黒の服で、綻びがあり、ズボンに折り目
はない。贅沢や女性に無縁、趣味は読書、狩猟、釣
り。自宅で故郷土佐出身の若者たちの面倒を見た。
　金子は妻の影響で俳句を嗜んだ。俳号は白鼠、
忠実な番頭の意味がある。盟友・西川の死に際して、
「梧桐の散り相もなき葉色かな」と詠んだ。西川家
の庭は梧桐や竹など五月の緑でいっぱいだった。

註1　城山三郎『鼠　鈴木商店焼打ち事件』　文春文庫、1975年　
〈天下国家を望みながら、彼は本質に於ては、生涯、勤労者であっ
た。鼠のように走り廻らねば生きて居られぬ人間であった。その勤
勉さが鈴木商店を興し、そして、倒した――。〉
註2　柳田義一編輯『金子直吉遺芳集』　辰巳会、1972年
註3　赤松啓介『神戸財界開拓者伝』　太陽出版、1980年

鈴木商店　その3

出来事ファイル

　元町１番街商店街で、徳山隆秀さんが事
業部長に就任、その初イベントである水曜市
が10年を超えていまも健在だ。当初、商店街
のイメージに反するとの声もあり、店の休み
が多い水曜日に設定、反対意見が多数なら
やめると決め、組合員に賛否をもとめると７割
を超える賛成
で今に至る。
８月７日付神戸
新聞は地域経
済欄で取り上
げ、農家とまち
が手を組んだ
経済活動とし
て報道した。

■徳山隆秀さん地域経済面に登場

□読者プレゼント

　走水通を西に歩くと木下記念事業団神戸
学生会館に突き当たり，道は右に折れて元町
６丁目商店街に出る。しかし、車が走水通を西
進してくると、車は右に折れ、やむなく車両通行
止めの元町商店街を経てハーバーロードに抜
ける。商店街へ出る車を防ぐため地元は標識
の設置をお願いしていたが、このほど中部建設
事務所により６丁目入口の走水通に、「この先
150ｍ」車両通行不可の標識を設置した。

■行き止まり標識設置
　開業して８年になる元町映画館は８月６日、
手づくりの映画館として上映作品は幅広く、
ロードショーのほか「元町セレクション」と題
した特集上映も多数企画。トークショー、近
隣店舗や団体とのコラボレーションイベント
開催など挑戦的な姿勢を貫く活動に対し、
島田誠さんが主宰する公益財団法人神戸
文化支援基金からＡＷＡＲＤ地域貢献賞を
贈られた。

■元町映画館に地域貢献賞

　９月１日（土）～３日（月）まで、函館で開港
５都市景観まちづくり会議が開かれた。初日
は14時30分～函館市公民館で全体会議を
開催，歓迎会で横浜、長崎、新潟から参加の
会員と交流。２日目は函館歴史紀行など４つ
の分科会にわかれて参加、３日目の全体会
議で終了した。元町商店街から奈良山貴士・
片山喜市郎、橋本友宏、松井隆昌の４氏が
参加した。

■開港５都市景観まちづくり会議

　兵庫は日本一の酒どころ。伊丹や灘の酒は「下
り酒」として大人気。江戸時代を中心に、その歴史
と文化について紹介するとともに、絵画や文学資
料などを通して、酒と人の関係を考える展覧会。
鑑賞ご希望の方は、住所・氏名・年齢・本
紙へのひと言を添えて編集部まで。先着順
で５組の方にペア招待券をお送りします。
期間:10月６日（土）～11月25日（日）
会場:兵庫県立歴史博物館
電話：０７９０－２８８－０９１１

　明石藩の世界シリーズで、今回は「 藩領を行き交
う人とモノ」と題し、西国街道の宿場町にまつわる古
文書や工芸品、海のにぎわい、京・大阪との文化交
流を育んだ文化人の足跡などをとおして発展した明
石の海と街道のにぎわいをつたえる展覧会です。
鑑賞ご希望の方は、住所・氏名・年齢・本
紙へのひと言を添えて編集部まで。先着順
で５組の方にペア招待券をお送りします。
期間：９月15日（土）～10月21日（日）
会場：明石市立文化博物館
電話：０７８－９１８－５４００

□読者プレゼント

　８月25日から「おとな旅神戸」がはじまった。
店主の話を聞きながらの「元ぶら」を楽しむ既
設の人気コースに加え、ユーハイム元町本店
でバームクーヘンに浸る（試食・お土産付）、
神戸元町生まれの革ブランド“ｋｉｉｃｈｉ“で
のオリジナル革小物特別ワークショップ、神戸
凮月堂ではオリジナルゴーフル造りと季節の
和菓子づくり
の２コースも。
電話:078－
599－7110
（平日９：30
　～18：00）

■おとな旅神戸はじまる

□元町ミュージックウイーク
　元町商店街は９月29日（土）～10月７日（日）第21回神戸元町ミュージックウイークを開催する。
主催行事は９月29日（土）14時から兵庫県政150周年と南京町生誕150年を記念し、兵庫県公館
で「ニーハオひょうご　中国音楽でひとときを」の公演を皮切りに、30日（日）は凮月堂ホール
で「ミュージカルの名曲を元町で」に多くのフアンを招待。
　元町商店街では１番街の呉服店丸太やの２階ギャラリーが
躍動、三木店主らに常連のメンバーが加わり９月29日（土）～
10月７日（日）14時～16時まで、フルート愛奏曲、カルテットの楽
しみ、イギリスの室内楽，Ａｌｔｏの響き，Ｔｈｅ Ｄｕｏなど公演。
　ストリートコンサートは10月６日（土）と７日（日）に開催。６丁
目西入り口、５丁目走水神社北側・学友書房前、４丁目まちづ
くり会館、３丁目凮月堂ミュージアム前、１番街ＶＥＧＡ前、南
京町広場の６カ所。出演はスーパーキッズオーケストラ有志
（弦楽アンサンブル）をはじめ、兵庫高校弦楽部、元町シスター
ズ、ポップス、フォークソングなど。その他、周辺のホールではパ
イプオルガンをはじめ有料公演も数多く開催、多くの観客を
楽しませる音楽祭。
問合せは☎０７８－３９１－８４４８まで。

神戸新聞（８月７日）

歌川国貞（三代豊国）《明石ノ浦景》（部分）歌川国貞（三代豊国）《明石ノ浦景》（部分）

大日本物産図会「摂津国伊丹酒造之図」
明治10年（1877） 兵庫県立歴史博物館蔵

（№18−10）海という名の本屋が消えた（59）
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